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一
、
日
　
時
　
⓬
月
⓳
日
㈮
　
午
前
⓾
時
～
⓯
時

二
、
会
　
場
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

三
、
出
　
場
　
西
目
屋
村
老
連
・
田
舎
館
村
老
連

　
　
　
　
　
　
大
鰐
町
老
連
・
藤
崎
町
シ
ニ
ア
連

四
、
そ
の
他
　
入
場
料　

無
料

　
　
※
抽
選
会
で
観
覧
者
に
は
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

中
南
郡
老
連  

芸
能
発
表
会
の
お
知
ら
せ

一
、
日
時
　
１
月
㉓
日
㈮
　
⓾
時
～

二
、
場
所
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、 

日
程
　
受
付
　
　
９
時
㉚
分
～
⓾
時

　
　
　

⑴
開
会
式　

　
　
　

⑵
全
老
連
・
県
老
連
会
長
表
彰
状
の
伝
達

　

◆
全
老
連
会
長
表
彰　
　

副
会
長　

木
村
美
智
子
氏

　

◆
県
老
連
会
長
表
彰　
　

前
会
長　

舘
山　

新
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

木
村
美
智
子
氏

　
　
　

⑶
講
話　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

講　

師　
　
　

町　

長　

平
田　

博
幸　

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
老
連　

五
戸　

秀
樹　

氏

五
、
懇
親
会　

　

◎
参
加
者　

①
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
３
名
以
内

　
　
　
　
　
　

②
女
性
部
３
名　

④
広
報
委
員
３
名
、

　
　
　
　
　
　

⑤
若
手
委
員
３
名　

⑥
本
部
役
員
７
名

※
申
込
書
は
、単
位
ク
ラ
ブ
宛
は
【
白
寿
】
１
月
号
に
同
封
。

　

申
込
書
に
記
入
の
上
、    

１
月
⓾
日
㈯
ま
で
に
、　

　

藤
崎
･
常
盤
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で
提
出
し

　

て
下
さ
い
。

「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、「
第
�
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

が
⓫
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
茨
城
県
水
戸
市
で
全
国
か
ら

一
二
四
七
人
が
参
加
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
を
通
じ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
共
生
社
会
の
実
現
に
取
り

組
み
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

大
会
は
、
一
日
目
は
茨
城
県
小
美
玉
市
・
大
分
県
臼
杵
市
・

岩
手
県
陸
前
高
田
市
か
ら
の
活
動
発
表
、
二
日
目
は
「
あ
な

た
の
知
ら
な
い
名
字
の
世
界
」
と
題
し
て
高
田
幸
男
氏
の
講

演
、
式
典
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、

一
〇
八
団
体
と
二
〇
六
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

育
生
功
労
表
彰
は
全
国
で
一
一
四
名
が
表
彰
、
そ
の
中
に

当
藤
崎
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
木
村
美
智
子
氏
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

木
村
さ
ん
は
、
県
老
連
評
議
員
、

町
老
連
監
事
、
若
手
委
員
長
・
第
⓳

期
健
康
福
祉
大
学
・
福
祉
大
学
O
B

会
役
員
を
経
て
、
現
在
町
シ
ニ
ア
連

副
会
長
と
し
て
活
動
中
で
す
。

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
し
て
は
、
平
成
㉖
年
に
全

国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
て
藤

崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
会
長  

舘
山
新
一
）
が
厚
生

労
働
大
臣
賞
受
賞
し
、 

第
㊻

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で

は
元
町
老
連
会
長
の
高
木
尚

氏
が
育
成
功
労
賞
を
受
賞
、

令
和
２
年
に
広
報
委
員
長
の

大
川
雄
弘
氏
が
育
成
功
労
賞

を
受
賞
。
今
年
度
は
、
前
述

の
よ
う
に
木
村
美
智
子
氏
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

≲
帰
り　

午
後
2
時
に
お
宿
を
出
発
≳

途
中
、
道
の
駅
・
津
軽
白
神　

物
産
直
売
セ
ン
タ
ー
西
目

屋
で
買
い
物
を
し
た
。
副
会
長
の
榊
さ
ん
が
笑
っ
て
楽
し
く

を
モ
ッ
ト
ー
に
熊
の
帽
子
（
ヌ
イ
グ
ル
ミ
）
を
か
ぶ
り　
「
常

盤
の
く
ま
も
ん
で
す
」　

と
名
の
り
、
バ
ス
ガ
イ
ド
に
な
り

　
「
ク
イ
ズ
の
出
題
」や　
「
み
ん
な
の
頭
の
体
操
」「
脳
下
レ
」

な
ど
で
、
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
の
で
、
時
間
の
過

ぎ
る
の
を
早
く
感
じ
た
。

≲
定
刻
の
⓯
時
⓯
分
コ
ミ
セ
ン
へ
到
着
≳

お
天
気
に
恵
ま
れ
た
の
が
一
番
、
秋
の
紅
葉
に
ふ
れ
、
事

故
も
無
く
、
楽
し
い
1
日
を
過
ご
し
た
。

⓾
月
㉛
日
㈮ 

常
盤
養
命
会
秋
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
た
。

参
加
者
は
男
性
８
名
、
女
性
⓰
名
の
計
㉔
名
で
あ
っ
た
。

午
前
９
時
に
コ
ミ
セ
ン
前
を
出
発
。
⓾
時
に
白
神
山
地
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
、
全
員
揃
っ
て
記
念
撮
影
を
し
た
。

建
物
周
囲
の
景
色
は
自
然
の
織
り
な
す
秋
の
色
で
お
お
わ
れ

て
い
た
。「
わ
ぁ
ー
紅
葉
が
き
れ
い
だ
ね
」
の
声
・
・
・

館
内
を
巡
り
展
示
物
な
ど
見
学
し
、
白
神
山
地
に
触
れ
た
。

≲
⓾
時
㉚
分
、
西
目
屋
白
神
館
へ
到
着
≳

先
ず
は
、
白
神
館
正
面
玄
関
で
皆
さ
ん
揃
っ
て
記
念
撮
影

を
し
た
。
お
も
て
な
し
の
お
茶
と
お
菓
子
を
頂
き
、
さ
っ
そ

く
入
浴
。
丁
度
良
い
湯
か
げ
ん
で
満
足
ま
ん
ぞ
く
。

≲
⓫
時
㉚
分
か
ら
昼
食
タ
イ
ム
≳

先
ず
は
、
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
。
準
備
さ
れ
た
料

理
の
ほ
か
、参
加
者
手
作
り
の
潰
け
も
の
な
ど
、頂
き
ま
し
た
。

〝
お
い
し
い
〟〝
上
手
だ
ね
〟〝
感
謝
〟。
食
後
は
、
思
い
お

も
い
に
、
入
浴
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
カ
ラ
オ

ケ
・
ト
ラ
ン
プ
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
。

皆
さ
ん
お
馴
染
み
の
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
に
よ
る

〝
ボ
ウ
リ
ン
グ
ゲ
ー
ム
〟
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
ゲ
ー
ム
は
実
戦
と
同
じ
く
全
身
を
動
か
し
て
行
う
の

で
、
運
動
不
足
の
高
齢
者
に
、
無
理
な
く
軽
い
運
動
で
仲
間

と
共
に
楽
し
む
の
で
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
運
動
と
交

流
が
出
来
き
ま
す
。用
具
は
町
社
協
に
あ
り
、ご
相
談
下
さ
い
。

１2 月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 月 芸能部 12:00
2 火 囲碁・将棋部 12:30
3 水
4 木 囲碁・将棋部 12:30
5 金 シニア連役員会 10:00

６ 土 レクダンス部 _ 9:30
日本舞踊部 13:00

７ 日

8 月 生け花部 10:30
芸能部 12:00

9 火 囲碁・将棋部 12:30
⓾ 水 茶道部 13:00
11 木 囲碁・将棋部 12:30
12 金

13 土 レクダンス部 _ 9:30
日本舞踊部 13:00

14 日
15 月 芸能部 12:00
16 火 囲碁・将棋部 12:30
17 水

18 木 囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

19 金 中南郡芸能発表会 10:00
20 土 レクダンス部 _ 9:30
21 日
22 月 芸能部 12:00
23 火 囲碁・将棋部 12:30
24 水
25 木 【白寿】配布日 16 時以降
26 金 生け花部 10:30
27 土 レクダンス部 _ 9:30
28 日 年末休業（休館）
29 月 　  々　　  （休館）
㉚ 火 　  々　　  （休館）
㉛ 水 　  々　　  （休館）

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
部
健
康
講
座

　
「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長 

表
彰
」

　
　
　
　

町
シ
ニ
ア
連 
副
会
長　

木
村
美
智
子
氏

◇
新
年
研
修
会
の
お
知
ら
せ
◇

〝
ワ
ア
ー 

紅
葉
が
き
れ
い
だ
ね
〟

　
　
　
　
　
　
　
「
秋
の
研
修
旅
行
」
常
盤
養
命
会

　   

訃　

報

　　
　
前
会
長
　
舘
山
新
一
様
が
病
気
療
養
中
の
と
こ
ろ
、　

　
去
る
⓫
月
㉒
日
に
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

慎
ん
で
御
冥
福
と
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

藤
崎
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

山
内
誠
一
郎　
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⓾
月
㉙
日
㈬ 

青
森
市
の
県
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い

る
棟
方
志
功
没
後
㊿
年
記
念
展
に
⓰
名
（
男
６
名
・
女
⓾

名
）
で
秋
の
研
修
旅
行
を
実
施
し
た
。
今
回
は
会
員
増
強
の

一
環
と
し
て
、
３
名
が
初
め
て
の
体
験
で
研
修
に
参
加
し
た
。

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
秋
の
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
く
穏
や

か
な
日
和
で
あ
っ
た
。
9
時
㉚
分
に
入
館
し
⓫
時
ま
で
の

鑑
賞
時
間
で
あ
っ
た
が
、
会
員
た
ち
は
自
由
に
鑑
賞
し
た
。

最
初
の
展
示
は
弘
前
市
出
身
の
画
家
奈
良
美
智
展
（
1
室
）

を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
は
棟
方
志
功
作
品
の
テ
ー
マ
別
展
示

室
（
6
室
）
を
順
次
鑑
賞
し
た
。
テ
ー
マ
は　

①
「
青
森

の
子
」
②
「
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
」　

③
「
青
森
の
大
自
然
」

　

④
「
世
界
の
ム
ナ
カ
タ
」　

⑤
「
語
り
継
が
れ
る
功
績
」　

⑥
「
棟
方
志
功
と
ね
ぶ
た
」
の
六
つ
の
テ
ー
マ
毎
に
分
か
れ
、

�
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
展
示
会
は
棟
方
志
功
館
か
ら
の
寄
託
品
を
中
心
に
青

森
県
郷
土
館
・
長
島
小
学
校
や
各
地
の
団
体
・
個
人
な
ど
の

収
蔵
品
を
テ
ー
マ
毎
・
年
代
別
に
展
示
し
た
も
の
で
、
棟
方

志
功
の
世
界
を
ほ
と
ん
ど
全
て
に
わ
た
っ
て
展
示
し
て
あ
っ

た
。
棟
方
志
功
と
い
え
ば
、
板
画
で
有
名
だ
が
、
絵
画
・
彫

刻
・
屏
風
絵
な
ど
多
様
な
棟
方
志
功
の
世
界
が
展
示
さ
れ
て

い
た
。

観
賞
時
間
は
１
時
間
㉚
分
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
は
真
剣

な
眼
差
し
で
鑑
賞
し
、
ア
ッ
と
言
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い

た
。県

立
美
術
館
を
あ
と
に
し
、
途
中
で
農
産
物
を
買
い
、
㉚

分
程
で
蓬
田
村
の
「
よ
も
ぎ
温
泉
」
に
到
着
。
こ
の
温
泉
は

毎
年
の
様
に
利
用
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
横
幕

で
、「
歓
迎
の
」
一
文
字
を
手
書
き
で
書
い
て
歓
迎
し
、
そ

の
下
で
集
合
写
真
を
撮
影
し
全
員
に
配
布
し
て
く
れ
た
。

≲
や
め
る
事
≳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

今
回
、
歯
科
医
と
言
う
仕
事
を
辞
め
る
に
あ
た
り
、
自
分

で
考
え
て
い
た
事
と
周
囲
の
方
々
が
言
っ
て
く
れ
る
事
な
ど
、

色
々
あ
っ
て
面
白
く
経
験
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
と
言
う
か
経
験
中
で
あ
る
）（
笑
い
）

最
も
多
い
の
が
、
や
め
て
何
を
す
る
の
？
と
辞
め
る
と
時

間
を
持
て
余
す
よ
…
…
で
あ
っ
た
。
と
に
角
、
大
抵
は
一
度

程
し
か
経
験
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
噛
み
締
め
て
や
ろ

う
と
脳
に
も
力
が
入
る
が
、
自
分
は
周
り
の
方
々
と
違
う
の

か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
辞
め
る
に
当
た
り
楽
し
く
経
験
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
に
気
づ
い
て
居
る
！
気
分
が
良
い
の

で
今
の
所
ま
だ
や
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
て

逆
に
困
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
優
し
い
方
々
が
今
ま
で
の

事
を
讃
え
て
一
杯
や
ろ
う
と
言
う
。
そ
れ
は
ま
だ
終
わ
っ
て

い
な
い
の
で
、
も
う
少
し
飽
き
な
い
よ
う
だ
。

【
白
寿
】
の
原
稿
で
も
書
き
た
い
の
だ
が
、
そ
う
い
う
訳

で
進
み
が
遅
い
。
今
、
自
分
の
お
尻
を
ひ
っ
ぱ
た
い
て
居
る
。

し
か
し
、
面
白
い
の
は
自
主
的
に
辞
め
た
訳
な
の
で
悔
い
は

無
い
し
、
今
の
所
、
医
院
の
後
始
末
に
追
わ
れ
て
い
る
以
外

は
暇
な
し
で
あ
る
。
そ
れ
が
済
ん
だ
ら
皆
様
が
お
っ
し
ゃ
る

よ
う
に
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
悩
む
の
か
も
し
れ
な
い
。
趣
味

の
競
馬
は
毎
週
末
の
よ
う
に
あ
る
し
、
そ
れ
に
頭
と
多
少
の

お
金
を
使
っ
て
い
る
の
で
気
が
抜
け
な
い
日
々
で
あ
る
。
旅

は
今
月
（
⓾
月
末
）
か
ら
始
め
る
が
、
多
く
の
事
に
わ
ず
ら

は
さ
れ
て
思
う
程
に
行
動
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
皆
様
の
言

う
や
る
こ
と
の
な
い
生
活
は
今
の
所
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
。

チ
ョ
ッ
ト
ず
つ
原
稿
に
目
を
向
け
る
と
、
も
っ
と
暇
無
し

で
過
ご
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
の
後
始
末
の
記
事
を
載

せ
て
い
る
広
報
委
員
の
人
達
に
も
申
し
訳
な
い
。

少
々
心
残
り
は
寝
た
き
り
の
方
達
や
私
の
医
院
に
こ
ら
れ

な
く
な
っ
た
患
者
さ
ん
に
接
す
る
機
会
が
無
く
な
っ
た
の
が

残
念
で
あ
る
。
先
日
も
薬
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
ら
、
厚

生
労
働
省
に
廃
院
届
を
出
し
て
い
る
と
薬
を
仕
入
れ
ら
れ
な

い
と
言
う
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
開
業
中
は
規
則
に
縛
ら

れ
過
ご
し
て
い
た
事
実
を
再
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。

何
か
と
皆
様
済
み
ま
せ
ん
。（
あ
し
か
ら
ず
）

　

廃
院
の
院
長
か
ら
の
ご
連
絡
‼

そ
の
後
は
い
つ

も
の
よ
う
に
昼
食

が
始
ま
り
、
会

話
も
は
ず
ん
だ
。、

今
回
は
「
ビ
ン
ゴ
」

を
行
い
ど
ん
な
品

が
あ
た
る
か
期
待

を
込
め
て
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し

ん
だ
。
そ
の
後
の

ゲ
ー
ム
は
「
輪
投

げ
」
で
好
み
の
賞

品
を
ゲ
ッ
ト
し
喜

び
、
温
泉
好
き
は

広
く
清
潔
な
温
泉

に
入
浴
し
、
久
し

ぶ
り
に
心
身
共
に

く
つ
ろ
い
だ
。

帰
り
は
村
の
駅

「
よ
も
っ
と
」
で

新
鮮
な
魚
や
野
菜

な
ど
を
買
い
、
帰

途
に
つ
い
た
。

　
　
　

≲
愉
し
く
幸
せ
に
暮
ら
す
鍵
　
そ
の
三
≳

　

幸
せ
に
暮
ら
す
第
一
の
鍵
は
「
感
謝
す
る
気
持
ち
」
を
持

つ
こ
と
で
し
た
。　

　

第
二
の
鍵
は
「
健
康
」
で
す
。

　

前
回
「
サ
プ
リ
」
い
わ
ゆ
る
補
助
食
品
に
つ
い
て
書
き

ま
し
た
が
、
先
日
「
白
寿
」
の
編
集
を
さ
れ
て
い
る
大
川
氏

か
ら
「
ニ
ン
ニ
ク
や
リ
ン
ゴ
は
本
当
に
体
に
良
い
の
か
？
」

と
言
う
質
問
も
多
い
と
の
お
話
が
有
り
ま
し
た
。

　

私
は
第
二
の
鍵
の
「
健
康
」
の
源
は
「
食
べ
物
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
も
食
品
へ
の
関
心
が
高
い
の
で
今

回
か
ら
「
食
べ
物
」
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　

ま
ず
学
校
で
習
っ
た
五
大
栄
養
素
の
復
習
で
す
。
五
大
栄

養
素
と
は
「
人
の
体
を
作
り
上
げ
て
い
る
成
分
」
を
五
種
類

に
分
け
た
物
で
す
。
人
が
成
長
し
、
活
動
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
成
分
を
食
べ
物
か
ら
栄
養
と
し
て
取
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

五
大
栄
養
素

�
、
糖
質
・
食
物
繊
維
　
炭
水
化
物
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
糖
質
は
主
に
で
ん
ぷ
ん
類
や
糖
分
で
す
。
体
の
運
動

や
内
臓
の
働
き
・
精
神
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り
ま
す
。

穀
物
・
芋
類
・
果
物
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
食
物
繊
維

は
野
菜
な
ど
に
多
く
、
腸
の
働
き
を
活
発
に
し
ま
す
。

�
、
タ
ン
パ
ク
質　
人
体
の
筋
肉
・
内
臓
・
皮
膚
な
ど
を
作

り
ま
す
。
肉
類
・
魚
類
・
豆
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

�
、
脂
質　
人
間
の
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
皮
膚
の
乾
燥

を
防
ぎ
ま
す
。
肉
類
・
魚
類
・
大
豆
・
菜
種
・
ゴ
マ
な
ど
に

多
く
含
ま
れ
ま
す
。

�
、
ビ
タ
ミ
ン　
炭
水
化
物
・
タ
ン
パ
ク
質
・
脂
肪
な
ど
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
た
り
、
生
命
維
持
の
調
整
を
し
ま
す
。
野

菜
・
穀
類
・
肉
類
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

�
、
ミ
ネ
ラ
ル　
骨
・
歯
を
作
る
カ
ル
シ
ウ
ム
、
赤
血
球
の

基
と
な
る
鉄
の
ほ
か
筋
肉
の
活
動
に
必
要
な
カ
リ
ウ
ム
な
ど

が
有
り
ま
す
。
乳
製
品
・
緑
黄
野
菜
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま

す
。

　

サ
プ
リ
は
〝
補
助
食
品
〟
の
略
語
で
食
事
が
取
れ
な
い
人

や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
様
に
激
し
い
運
動
を
す
る
人
に
は
必
要

で
す
が
、
普
通
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
体
に
必
要
な
栄
養
の
基
本
を
書
き
ま
し
た
。
次
回

か
ら
日
常
の
食
物
と
栄
養
に
つ
い
て
具
体
的
に
書
き
ま
す
。

  
老
い
を
愉
し
く

　
　
　
　
　
元
と
き
わ
会
病
院
長　

永
山 

隆
造　

第
二
十 

一
回 

新
谷
　
結
城

愛
読
書
売
れ
ず
に
残
る
古
本
屋

成
田
　
波
麻

情
報
の
多
い
ス
マ
ホ
に
あ
る
恐
怖

木
村
　
羊
川

北
の
旅
湖
面
の
月
に
語
り
か
け

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

じ
い
さ
ん
も
羽
毛
布
団
で
え
び
す
顔

田
中
さ
ち
子

老
夫
婦
二
人
の
会
話
主
語
が
抜
け

清
水
　
川
魚

筋
通
す
人
で
ジ
ョ
ッ
パ
リ
と
も
云
わ
れ

◇
◇ 

川 

柳 

藤
崎
地
区
◇
◇
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功
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後
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記
念
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観
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豊
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寿
会
　
秋
の
研
修
旅
行


